
 

経営発達支援計画の概要 

実施者名 

（法人番号） 

福知山商工会議所（法人番号 6130005009943） 

福知山市（地方公共団体コード 262013） 

実施期間 令和 6年 4月 1日～令和 11年 3月 31日 

目標 

経営発達支援計画の目標 

①小規模事業者の経営力を再構築する伴走支援 

②創業と事業承継の促進 

③DX推進のための支援強化 

④福知山公立大学と小規模事業者の橋渡し 

⑤一般職員を含めた職員の資質向上 

事業内容 

経営発達支援事業の内容 

3.地域の経済動向調査に関すること 

福知山市企業業況調査（四半期ごと）と地域･業界内企業状況調査（毎月）を実施

し、管内経済動向の実態を把握するとともに調査結果を公開し、小規模事業者の経営

分析および事業計画策定に役立てる。 

また、国が提供する「RESAS」(地域経済分析システム)のビッグデータを活用し、

年に 1回地域の経済動向分析を公開する。 

4.需要動向調査に関すること 

商圏内の消費者ニーズや需要動向を収集するため、市場情報評価ナビを活用する。

収集した商圏データは表、グラフ、地図等で見える化し小規模事業者に提供する。 

5.経営状況の分析に関すること 

巡回・窓口相談と経営分析セミナーで事業者の課題を掘り起こし、財務分析・非財

務分析を通じて小規模事業者の「気付き」に繋げる。 

6.事業計画策定支援に関すること 

目先の課題解決を通して信頼を獲得し、伴走支援の中で事業計画を策定するため

の「動機付け」を行い、事業者自らが「行動」を起こすことを支援する。また、DXを

事業計画に取り込むことで課題を解決する。 

7.事業計画策定後の実施支援に関すること 

 フォローアップ対象事業者を選定し重点的に支援を実施する。実行状況を確認し、

必要に応じて専門家の助言を受けながら事業計画の修正を図る。 

8.新たな需要の開拓に寄与する事業に関すること 

 展示会・商談会の出展支援だけでなく DX推進を含めて、広告方法、商品の販売方

法、プレゼンテーション技法等を、専門家を交えて支援する。 

連絡先 

福知山商工会議所 中小企業相談所 

〒620-0037 京都府福知山市字中ノ 27 

TEL.0773-22-2108／FAX.0773-23-6530／E-mail fukuchi@kyo.or.jp 

福知山市産業政策部産業観光課 

〒620-8501 京都府福知山市字内記 13番地の 1 

TEL.0773-24-7077／FAX.0773-23-6537／E-mail sankan@city.fukuchiyama.lg.jp 

 



（別表１） 

経営発達支援計画 

経営発達支援事業の目標 

1.目標 
(1)地域の現状及び課題 

①現状 

福知山市は京都府北西部に位置し、戦国武将

明智光秀が築城した福知山城を中心に城下町と

して栄え、由良川や国定公園の大江山連峰、大

江山の伝説や伝統ある福知山踊り等、豊かな自

然や歴史・文化が融合した街である。 

明治以降は、商都として発展し、昭和 12(19 

37)年 4月に京都府で 2番目の市として誕生し、

以後、数度の合併を経て、市域を広げてきた。   

平成 18(2006)年 1月の平成の大合併により、

旧福知山市と近隣 3 町(三和町･夜久野町･大江

町)が編入合併し、新福知山市となったが、福知

山商工会議所は旧福知山市を管轄し、近隣 3 町

は福知山市商工会が管轄する商工会議所と商工

会の併存地域となっている。 

 

 
 

 
（福知山市：行政区別人口世帯集計） 

福知山市の行政区別人口世帯集計によ

ると令和 5 年 9 月末日現在、当市全域の

人口は 75,453 人、世帯数 36,853 世帯。

その内、当所管内は人口 65,727人、世帯

数 31,955世帯である。 

管内の人口は平成 24 年をピークに減

少に転じており、直近の令和元年 9 月末

日と令和 5 年 9月末日比較では 1.8%の人

口が減少しているが、京都府推計人口調

査による同期間の京都府全域人口は

2.1%減少しており、比較的緩やかな減少

率となっている。 
 

これは子育て支援センター、児童館・児童センター、地域子育て支援ひろば「すくすくひろば」

子育て支援拠点「りとるはぴねす」等の子育て支援施設の充実。幼稚園、保育園、幼保連携型こ

ども園等の 30 か所以上の保育施設の整備により、共働き世帯も安心して子育てをできる環境が

整っており、厚生労働省の最新の発表（平成 24 年～平成 29 年）で、当市の合計特殊出生率が

2.02と本州で 3番目の高水準であることが人口減少に一定の歯止めをかけていると考えられる。 

 

また、当所管内には公立私立を合わせ 5 校の高校が立地し、平成 28 年 4 月には、京都府北部

地域唯一の 4年制大学である福知山市公立大学が開学。平成 30年 10月には京都工芸繊維大学福

知山キャンパスが開学する等の教育環境も充実している。 

 





 

②課題 

少子高齢化に伴う人口減少は労働力人口減少による経済規模の縮小を招くが、少子高齢化によ

る人口減少が国全体の問題である以上、その流れに抗うことは難しい。 

当市は高い合計特殊出生率に支えられ、京都府内では緩やかな人口減少率となっているが、子

どもを安心して生み育てられる環境は育児支援だけではなく、創業、事業承継、雇用等の形で就

業し安定的に生活の糧を得ることが重要である。 

現在の就業環境を維持しながら、新たな若年層や子育て世代のための雇用を継続的に生み出す 

中小企業や小規模事業者の育成が当地域の抱える重要な課題と言える。 

 

(2)小規模事業者に対する長期的な振興のあり方 

①10年程度の期間を見据えて（目指すべき姿） 
経済センサス活動調査を平成 24 年と令和 3 年の 10 年間で比較すると事業所数は 5.2%減少。小規

模事業所は 7.8%減少しており、小規模事業者の減少幅が大きくなっている。これは人口減少による

市場の縮小や事業主の高齢化や後継者不在による事業承継問題が影響していると考えられるが、今後

の 10 年間は新型コロナウイルス感染症による生活様式の変化や、国際情勢の変動に伴うサプライチ

ェーンの見直し、物価やエネルギー価格の高騰に加え、DX やカーボンニュートラル等のさらに大き

な社会構造の変化への対応が求められる。 

 当市の就業人口の 22.6%を雇用する小規模事業者の稼ぐ力を強化するためには、伴走支援を強

化し、DX への対応や福知山公立大学と連携を取りながら、創業者を含む小規模事業者の稼げる

ビジネスモデルを構築することで人口や経済面への波及効果を高め、地域活力の維持に取り組ん

でいく。 
 

②「まちづくり構想 福知山」との連動性・統合性 

福知山市の総合的なまちづくりの指針である「まちづくり構想 福知山（令和 4年～令和 8年）」

では商工業について「市民一人ひとりが時代の変化を先取りし、地域産業の発展に貢献できるま

ち」を掲げている。 

具体的には『地域経済を支える産業の振興』として(A)既存企業の成長促進と中核企業の誘致・

定着の促進、(B)産官学金連携を通じた経営力の強化、(C)新産業の育成と起業支援の充実。 

『DXを生かした商業・サービス業の活性化』として(D)商店街や個店の魅力向上支援に取り組ん

でおり、これら(A)～(D)は後述する当所の①～④の目標と連動している。 

以上の点から福知山市と当所の小規模事業者に対する長期的な振興のあり方は一致しており、

今後も相互に連携を図りながら、小規模事業者の振興に取り組んでいく。 

 

③福知山商工会議所としての役割 

 「商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律」において、小規模事業者の

経営の改善発達を支援する事業（経営改善普及事業）を行うことが規定されている。 

小規模事業者は、直面する目先の課題の解決を求める場合が多く、引き続き課題解決型の支援

を継続する。 

一方で事業の継続には当所と事業者の変革が不可欠と考え、令和元年 10月より『継続と変革』

を当所スローガンに掲げている。小規模事業者単独で意識や行動を変えることは困難であり、課

題解決で醸成された信頼を土台に、目先の課題解決だけで終わらず、小規模事業者の頭の隅にあ

る計画や課題を可視化し、信頼できる第三者として伴走支援を実施することで変革を促す。そし

て潜在力を引き出し、事業を継続と成長へ導くことが重要な役割である。 

 

 



 

■経営力再構築伴走支援モデルの概要 

 
（中小企業庁／中小機構：経営力再構築伴走支援ガイドラインより抜粋） 

 

 

(3)経営発達支援事業の目標 

上記の地域の現状及び課題、小規模事業者の中長期的な振興のあり方を踏まえ、下記の目標を

設定する。 

 

①小規模事業者の経営力を再構築する伴走支援 

 

②創業と事業承継の促進 

 

③DX推進のための支援強化 

 

④福知山公立大学と小規模事業者の橋渡し 

 

⑤一般職員を含めた職員の資質向上 
 

 

 

 

 

 

 

 



経営発達支援事業の内容及び実施期間 

 

2.経営発達支援事業の実施期間、目標達成方針 
 

(1)経営発達支援事業の実施期間（令和 6年 4 月 1日～令和 11年 3月 31日） 
 

(2)目標達成に向けた方針 

①小規模事業者の経営力を再構築する伴走支援 

顕在化した目先の課題を解決するだけの一過性の支援ではなく、課題解決で醸成された信頼を

土台に、対話と傾聴を進めながら小規模事業者に内在する真の課題にアプローチする。 

地域の経済動向を踏まえた経営分析で「気付き」を、需要動向だけでなく DX 技術を活用した

事業計画策定を支援する中で「行動」と「動機付け」を促し、フォローアップを通して小規模事

業者の「潜在力」を引き出すことで経営力の再構築を目指す。 

 

②創業と事業承継の促進 

 事業者数の減少は地域経済や雇用に影響を与え、地域の活力を低下させる要因となる。事業所

を減少させない取り組みとして、創業セミナーや創業個別相談会を通して、新たな担い手となる

創業者を育成する。 

また、後継者不在による廃業を防ぐために事業承継の取り組みを進める。事業承継については

親族内、事業所内承継、M&Aに加えて経営資源引継ぎ型の創業支援に取り組む。 

 

③DX推進のための支援強化 

小規模事業者自らが先頭に立って、生産性向上と経営課題の解決を図れるよう IT 専門人材を

活用しながら課題解決に当たる。 

 

④福知山公立大学と小規模事業者の橋渡し 

小規模事業者から見ると高等教育機関は敷居が高いとの意識があり、それは地元の福知山公立

大学であっても同様の意識がある。必要な時に気軽に相談のできる「ゆるやかなつながり」を作

るために、セミナーやゼミ訪問を通して両者の橋渡しを目指す。 

 

⑤一般職員を含めた職員の資質向上 

外部講習会等を積極的に活用しながら OJTを実施し、経営支援能力の向上に努め、一般職員、

経営支援員(※1)を含めて ITスキルの向上を図る等 DXへの対応力を高める。 

 

※1－京都府小規模事業経営支援事業費補助金交付要綱により『経営指導員』は『経営支援員』

と称する 

 

 

Ⅰ.経営発達支援事業の内容 

 

3.地域の経済動向調査に関すること 
(1)現状と課題 

【現状】 

①福知山市企業業況調査 

福知山商工会議所では福知山市商工会と協調し、経済動向調査として四半期ごとに福知山市企















 

④事業継続力強化計画策定セミナーの開催 

［支援対象者］BCP作成等の事業継続に意欲的な事業者 

［募集方法］会報、DM、ホームページ、SNS、新聞広告 

［講師］BCPコンサルタント 

［回数］1回 

［参加者数］8者 

［カリキュラム］企業を取り巻くリスク、BCPの重要性、事業継続力強化計画の制度説明 等 

［支援手法］損害保険会社と連携し、セミナー後の事業継続力強化計画策定を伴走支援する。 
 

⑤創業セミナーの開催 

［支援対象者］創業に興味のある一般市民・事業承継の予定がある事業者 

［募集方法］会報、DM、ホームページ、SNS、新聞広告 

［講師］中小企業診断士 

［回数］5回（連続セミナー） 

［参加者数］18者／1回 

［カリキュラム］環境分析の方法、売れるための仕組み作り、創業計画書の作成 等 

［支援手法］福知山市商工会と連携しセミナーを開催し、巡回・窓口相談から創業に繋げる。 

 

⑥創業個別相談会の開催 

［支援対象者］創業に興味のある一般市民 

［募集方法］会報・DM・ホームページ・SNS・新聞広告 

［講師］中小企業診断士 

［回数］2回 

［参加者数］6者 

［支援手法］対話と傾聴に信頼関係を構築し、創業まで継続支援する。 

 

⑦事業承継個別相談会の開催 

［支援対象者］親族承継・第三者承継・経営資源引継ぎ型創業に興味のある事業者・一般市民 

［募集方法］会報、DM、ホームページ、SNS、新聞広告 

［講師］事業承継・M&Aエキスパート、中小企業診断士 

［回数］2回 

［参加者数］4者 

［支援手法］事業承継には複雑な内部事情も絡み合うことから、対話と傾聴を重視し事業承継 

計画の作成を専門家と同行し実施する。 
 

⑧福知山公立大学連携セミナーの開催 

［支援対象者］福知山公立大学との連携事業者 

［募集方法］会報、DM、ホームページ、SNS、新聞広告 

［講師］福知山公立大学 教授 

［回数］1回 

［参加者数］8者 

［支援手法］DX関連のミニセミナーやゼミ訪問を通して小規模事業者と大学の関係作りに取り組み 

新事業展開の参考とする。 

 

⑨経営分析実施者の事業計画策定者数 

［内訳］5.経営状況の分析に関することの経営分析実施総数から事業計画策定への誘導数。 









【課題】 

 経営支援員の支援能力は経験年数や得意分野により大きな差がある。基礎的な能力の底上げを

図りながら、得意分野を伸ばすことで、多様化・複雑化する小規模事業者の経営課題に対応する

ことが求められている。あわせて DXに向けた取り組みを進めるために IT・デジタル化の能力の

向上が必要とされている。 

  

(2)事業内容 

①外部講習会等の積極的活用 

京都商工会議所、京都府商工会連合会の開催する経営支援員研修会を、各支援員の経験年数及

び能力を考慮した上で年度初めに年間計画を作成し、規定時間を超える 1 支援員年間 25 時間以

上の研修を計画的に受講する。 

 

【経営分析セミナー】 

財務分析に苦手意識を持つ経営支援員が多いことから、支援能力向上のため財務分析を含む経

営分析セミナーを積極的に受講する。 

 

【事業計画策定セミナー】 

 補助金申請支援のための事業計画策定に留まってしまう経営支援員も多いことから、支援能力

向上のため事業計画策定セミナーを積極的に受講する。 

 

【SNS活用セミナー】 

当所は SNS運用支援のノウハウを有していないため、経営支援員のみならず一般職員を含め支

援能力向上のため「SNS活用セミナー」へ派遣を実施する。 

 

【DX推進に向けたセミナー】 

経営支援員及び一般職員の ITスキルを向上させ、小規模事業者のニーズに合わせた DXを推進

するため最新の知識にアップデートし、相談・指導能力を高めるため次の(ア)～(イ)のテーマを

含む DX推進セミナーを積極的に受講する。 

また、DX 展示イベント等に経営支援員及び一般職員を派遣し、最新のシステムに触れる機会

を作る。 

 

ア)事業者のバックグラウンド業務効率化の取り組み 

→RPAシステム、クラウド会計ソフト、電子決済システム、情報セキュリティ対策 等 

イ)事業者の情報発信等需要開拓の取り組み 

→ホームページからの情報発信、ECサイトの構築・運用、モバイルオーダーシステム導入 等 

ウ)その他 

 →オンラインによる経営指導、チャットツールの導入 等 

 

②主催講習会を活用した能力向上 

会員向け研修会に担当経営支援員も受講者として受講する。 

 

③OJTの実施 

専門家支援を行う際は専門家に同行し、OJTとして専門家の支援方法、ノウハウを吸収する。

実施回数は年間 30回を目標とする。 

 



④経営支援員の情報共有 

経営支援システムを活用し、支援情報の共有とデータベース化を進めるだけでなく、経営支援

員にタブレットを配布しモバイル機能を活用し、巡回相談の IT化を推進する。 

また、月 1回開催する経営支援員会議で支援方法等について意見交換を行うことで、個人に帰

属しがちな支援ノウハウを組織内で共有し、職員の能力向上を図る。 

 

⑤経営支援に役立つ資格取得の奨励 

京都府の指針による支援員の資格要件（3資格中、任意の 1資格取得で経営支援員の資格を得

る）に加えて、未取得の資格要件及び経営支援に役立つ資格取得を、一般職員を含め奨励する。 

［想定する対象資格］中小企業診断士、社会保険労務士、ファイナンシャルプランナー、日商簿

記、販売士、情報処理技術者試験 

 

11.他の支援機関との連携を通じた支援ノウハウ等の情報交換に関すること 

(1)現状と課題 

【現状】 

福知山市企業業況調査と創業セミナーを福知山市商工会と協調して実施している。各支援員に

よる個別の情報交換はあるものの、定例会がなく互いの取り組みを理解できていない。 

また、平成 30年に福知山産業支援センタードッコイセ！bizが開設されたが交流がない。 

 

【課題】 

 金融機関等の他の支援機関と情報交換を定期的に開催し、地域全体として効果的な支援を実施

する。 

 

(2)事業内容 

①経営改善貸付推薦団体連絡協議会への出席（年 2回） 

日本政策金融公庫舞鶴支店、綾部商工会議所、舞鶴商工会議所、宮津商工会議所、福知山商工

会議所が参加して年 2回開催される「経営改善貸付推薦団体連絡協議会」に出席し、近隣市の経

済動向、地域の課題、支援方法、金融情勢を情報交換し、金融面での経営支援力向上を図る。 

 

②京都府中小企業応援隊地域連絡会への出席（年１回） 

京都府の主催により、京都府中丹広域振興局管内の商工会議所（綾部商工会議所、舞鶴商工会

議所、福知山商工会議所）と商工会（福知山市商工会）が参加し、年 1回開催される「京都府中

小企業応援隊地域連絡会」に出席し、京都府中丹地域の経済動向、事業者の現状と課題、支援方

法等について情報を交換し、経営支援力の向上を図る。 

 

③京都府中丹農業応援隊全体会議（年 1回） 

京都府の主催により、京都府中丹広域振興局管内の 6次産業化や販路開拓等について、近畿農

政局、綾部市、福知山市、舞鶴市、綾部商工会議所、舞鶴商工会議所、福知山商工会議所、福知

山市商工会、京都農業協同組合、京都丹の国農業協同組合、京都府中丹農業改良普及センターが

参加し、年 1回開催される「京都府中丹農業応援隊全体会議」に出席し農商工連携を図る。 

 

④経営支援員等連絡会議の開催（年 1回） 

福知山市内において小規模事業者の支援を実施する福知山市商工会、福知山産業支援センター

ドッコイセ！bizと福知山地域の経済動向、事業者の現状と課題、支援方法等について情報を交

換し、経営支援力の向上と支援機関間の連携を図る。 





 

（別表３） 

 経営発達支援事業の実施に必要な資金の額及びその調達方法 

                                      （単位 千円） 

 
令和 6年度 令和 7年度 令和 8年度 令和 9年度 令和 10年度 

必要な資金の額 13,290 13,290 13,290 13,290 13,290 

 

専門家謝金 

専門家旅費 

借料 

通信運搬費 

印刷製本費 

消耗品 

ソフトウェア費 

広報費 

委託費 

2,250 

330 

1,250 

280 

200 

80 

1,200 

1,300 

6,400 

2,250 

330 

1,250 

280 

200 

80 

1,200 

1,300 

6,400 

2,250 

330 

1,250 

280 

200 

80 

1,200 

1,300 

6,400 

2,250 

330 

1,250 

280 

200 

80 

1,200 

1,300 

6,400 

2,250 

330 

1,250 

280 

200 

80 

1,200 

1,300 

6,400 

（備考）必要な資金の額については、見込み額を記載すること。 

調達方法 

 

会費 

京都府小規模事業者経営支援事業費補助金 

伴走型小規模事業者支援推進事業補助金 

事業環境変化対応型支援事業補助金 

事業収入（事業所負担金） 
 

（備考）調達方法については、想定される調達方法を記載すること。 

 

 



（別表４） 

 経営発達支援計画を共同して作成する商工会又は商工会議所及び関係市町村以外の者を連携して経

営発達支援事業を実施する者とする場合の連携に関する事項 

連携して事業を実施する者の氏名又は名称及び住所 

並びに法人にあっては、その代表者の氏名 

 

連携して実施する事業の内容 

① 

② 

③ 

・ 

・ 

・ 

連携して事業を実施する者の役割 

① 

② 

③ 

・ 

・ 

・ 

連携体制図等 

① 

 

 

 

 

 

② 

 

 

 

 

 

③ 

 

 

 

 

 

 

 

 


